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5. Stratix II GX ALT2GXB_RECONFIG
メガファンクション・ユーザガイド
確認ください。
はじめに Quartus® IIソフトウェアの MegaWizard® Plug-In Manager は、カスタ
ム・メガファンクション・バリエーションを収めたデザイン・ファイル
を作成または変更します。自動的に生成されたこれらの Mega Wizard
ファイルは、デザイン・ファイルでインスタンス化することができます。
MegaWizard Plug-In Managerは、ALT2GXB_RECONFIGメガファンク
ションのオプションを指定できるMegaWizardを提供します。

MegaWizard Plug-In Managerは、以下のいずれかの方法で開始します。

■ MegaWizard Plug-In Managerコマンド（Toolsメニュー）を選択す
る。

■ Block Editor（スケマティック・シンボル）を実行しているときに、
Symbolダイアログ・ボックス（Editメニュー > インサート・シン
ボル）のMegaWizard Plug-In Managerをクリックする。

■ コ マ ン ド・プ ロ ン プ ト で 次 の コ マ ン ド を 入 力 し て、
MegaWizard Plug-In Manager のスタンドアロン・バージョンを起
動する : qmegawiz。

ダイナミック・
リコンフィギュ
レーション

この項では、ALT2GXB_RECONFIG MegaWizard Plug-In Manager の
個々のページで提供されているオプションについて説明します。

MegaWizard Plug-In Manager は、ユーザが選択した設定のい
ずれかが不正な場合にはワーニングを発します。 

図 5–1 に、MegaWizard Plug-In Manager の最初のページを示します。
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
を生成するには、Create a new custom megafunction variation を選択
します。Nextをクリックします。
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
図 5–1. MegaWizard Plug-In Manager（ページ 1）

図 5–2に、MegaWizard Plug-In Managerのページ 2を示します。以下
のオプションを選択します（完了したら Nextをクリックします）。

■ I/OフォルダのALT2GXB_RECONFIG megafunctionオプション。 
■ デバイス・ファミリは Stratix II GX。
■ 出力ファイルのフォーマットのタイプ（Verilog、VHDL、または

AHDL）。
■ ファイル名。

デザインを正常にコンパイルするには、alt2gxbインスタンス
内のダイナミック・リコンフィギュレーション・コントローラ
をイネーブルにする必要があります。
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図 5–2. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG（ページ 2）
Altera Corporation 5–3
2007年 11月 Stratix II GXデバイス・ハンドブック Volume 2



ダイナミック・リコンフィギュレーション
図 5–3に、ALT2GXB_RECONFIG MegaWizard Plug-In Managerのペー
ジ 3を示します。ドロップダウン・メニューから、コントローラで制御
されるチャネル数を選択します。例えば、Analog controls、Channel
Reconfiguration、change the local divider values of the transmitter、ま
たは Channel and TX PLL reconfigurationなど、アクティブにしたいコ
ントローラ機能をチェック済みにします。

図 5–3. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG（Reconfiguration Settings）

表 5–1は、MegaWizard Plug-In Managerのページ 3で提供されている
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
のオプションを説明しています。デバイスの Currently selected device
familyオプションを変更したい場合は、Match project/defaultオプショ
ンを選択します。

ページ 3の選択が完了したら、Nextをクリックします。
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表 5–1. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 3）  （１ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
What is the number of channels 
controlled by the controller?
（コントローラによって制御され
るチャネル数はいくつですか ?）

この設定に応じて、ALT2GXB_RECONFIGは
alt2gxb に対するインタフェース信号
（RECONFIG_FROMGXB）の必要な信号幅を生
成し、選択されたすべてのフィジカル・メディ
ア・アタッチメント（PMA）信号の必要なバス
幅を提供します。アルテラは、この設定に関し
て、alt2gxbの複数のインスタンスに複数の
コントローラがある場合、この設定値が
alt2gxbインスタンスに設定されたチャネル数
を同じになることを推奨しています。１つのコ
ントローラが alt2gxbの複数のインスタンス
を制御する場合、設定は最も近いトランシーバ
の倍数（そのインスタンスに選択されたチャネ
ルを処理するのに必要なトランシーバ数）リ
ソースの推定値は、ファブリック・ロジック・
リソースを使用するソフト実装のため、設定さ
れたチャネル数によって変化します。リソース
の推定値は、MegaWizardのページ 3の左下に
示されています。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
What are the features to be 
reconfigured by the reconfig 
controller?
（コントローラによってリコン
フィギュレーションされる機能
は何ですか ?）

以下の 3つの選択肢があります。
Analog Controls – イコライゼーション、プリ
エンファシス、DCゲイン、VODなどの PMA設
定のダイナミック・リコンフィギュレーション
を可能にします。
Channel Reconfiguration – コンフィギュレー
ション済みのある機能モードから別の機能モー
ドへのトランシーバ・チャネルのダイナミッ
ク・リコンフィギュレーションを可能にしま
す。これには、あるプロトコルから別のプロト
コルへの切り替え、および BASICモード内で
のデータ・レートの切り替えが含まれます。例
えば、SONET/SDHモードから GIGEモードへ
のダイナミック・リコンフィギュレーションが
あります。
Data rate division in TX – CMUローカル・ク
ロック・ディバイダのダイナミックな切り替え
を可能にします。1、2、および 4の分周比がサ
ポートされています。例えば、4 Gbpsから 2 
Gbps、1 Gbpsへのトランスミッタのダイナ
ミック・レート切り替えです。
Channel and TX PLL select/reconfig – このオ
プションでは、以下の 3つの機能を使用できま
す。
● TX PLL reconfiguration – TX PLLのみのダイ
ナミック・リコンフィギュレーションが可
能です。 

● Channel and TX PLL reconfiguration – トラン
シーバ・チャネルのあるプロトコル・モー
ドから別のプロトコル・モードへのダイナ
ミック・リコンフィギュレーションを可能
にし、また TX PLLのリコンフィギュレー
ションを可能にします。

● Channel reconfiguration with TX PLL select – 
トランシーバ・チャネルのダイナミック・
リコンフィギュレーションを可能にし、ま
たチャネルが使用する 2個の TX PLLの 1つ
を選択可能にします。

● Enable Adaptive Equalization Control – この
機能は現在サポートされていません。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章

表 5–1. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 3）  （２ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
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図 5–4に、ALT2GXB_RECONFIG MegaWizard Plug-In Managerのペー
ジ 4を示します。ページ 4は、ページ 3の「What are the features to be
reconfigured by the reconfig controller?」設定の Analog Controlsが選
択されている場合にのみ表示されます。 

図 5–4. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG（Analog Controls）

表 5–2は、MegaWizard Plug-In Managerのページ 4で提供されている
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
のオプションを説明しています。 

ページ 4の選択が完了したら、Nextをクリックします。
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
表 5–2. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 4）   （１ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
Use the same control signal for 
all channels 
（すべてのチャネルに同じコン
トロール信号を使用する）
（図 5–4ではグレー表示されて
います）

このオプションは、1チャネル・インスタンス
には適用できないので、図 5–4ではグレー表示
されています。コントローラで制御されるチャ
ネル数が 2以上の場合、この設定がイネーブル
されます。デザインですべてのチャネルに同時
にコントロール信号を書き込む必要がある場合
には、この設定をチェックします。個々のチャ
ネルに書き込むおよび読み出すためのコント
ローラ信号がデザインに必要な場合は、この設
定のチェックを外します。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章の
「Dynamic Reconfiguration 
Setup in the MegaWizard 
Plug-In Manager」の項

Write Control PMAライト・コントロール信号は以下のとおり
です。
● Voltage Output Differential（VOD） – 1チャネ
ルあたり 3ビット

● Pre-emphasis control pre-tap – 1チャネルあ
たり 4ビット

● Pre-emphasis control 1st post-tap – 1チャネ
ルあたり 4ビット

● Pre-emphasis control 2nd post-tap – 1チャネ
ルあたり 4ビット

● Equalizer control – 1チャネルあたり 4ビット
● Equalizer DC gain – 1チャネルあたり2ビット

これらはオプションの信号です。信号幅は、
「What is the number of channels controlled by 
the controller?」オプションで入力した設定値に
基づきます。ダイナミック・リコンフィギュ
レーション・コントローラをコンフィギュレー
ションして使用するには、少なくとも 1つのラ
イト信号をイネーブルする必要があります。 

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の
「Channels and PMA 
Controls Reconfiguration」
の項
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Read Control PMAリード・コントロール信号は以下のとおり
です。

● Voltage Output Differential（VOD）
● Pre-emphasis control pre-tap – 1チャネルあ
たり 4ビット

● Pre-emphasis control 1st post-tap – 1チャネ
ルあたり 4ビット

● Pre-emphasis control 2nd post-tap – 1チャネ
ルあたり 4ビット

● Equalizer control – 1チャネルあたり 4ビット
● Equalizer DC gain – 1チャネルあたり2ビット

これらはオプションの信号です。信号幅は、
「What is the number of channels controlled by 
the controller?」オプションで入力した設定値に
基づきます。対応するライト・コントロールが
選択されている場合に、リード・アウト・オプ
ションの選択がイネーブルされます。リード・
アウト・オプションは、ライト・コントロール
と独立ではありません。これらの PMAリード・
コントロール信号および PMAライト・コント
ロール信号に、読み出しと書き込みを同時に実
行することはできません。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の
「Channels and PMA 
Controls Reconfiguration」
の項

表 5–2. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 4）   （２ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
図 5–5に、ALT2GXB_RECONFIG MegaWizard Plug-In Managerのペー
ジ 5を示します。ページ 5は、ページ 3の「What are the features to be
reconfigured by the reconfig controller?」設 定 の Channel
Reconfigurationが選択されている場合にのみ表示されます。 

図 5–5. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG
（Channel and TX PLL Reconfiguration）

表 5–3は、MegaWizard Plug-In Managerのページ 5で提供されている
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
のオプションを説明しています。 

ページ 5の信号の選択が完了したら、Nextをクリックします。
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表 5–3. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 5）   （１ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
Use reconfig_address_out このオプションのポート上の値は、.mif内

のワード（リコンフィギュレーション命令）
に関連するアドレスを示します。
各ダイナミック・コンフィギュレーション
機能は、最大 28または 38のアドレスを必
要とします。例えば、Channel 
Reconfiguration機能が選択されている場
合、ダイナミック・リコンフィギュレー
ション・コントローラはアドレスを自動的
に 0から 27にインクリメントします。
Channel and TX PLL Reconfiguration機能が
選択されている場合、アドレスは 0から 37
にインクリメントされます。したがって、
reconfig_address_outの幅は、選択され
た機能に応じて、5ビットまたは 6ビット
幅に設定されます。ダイナミック・リコン
フィギュレーション・コントローラは、各
ライト・サイクルの終了時にアドレスを自
動的にインクリメントします。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章

Use reconfig_address_en Highのとき、このオプションの出力ステー
タス信号は、ライト・サイクルで使用する
アドレスが変更されたことを示します。こ
の信号はライト・トランザクションが完了
すると（busy信号がデアサートされたと
き）、アサートされます。 

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章

Use reset_reconfig_address このオプションのコントロール信号はア
サートされると、現在のリコンフィギュレー
ション・アドレスを 0にリセットします。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
Use logical_tx_pll_sel これはオプションのコントロール信号です。
以下に示すとおり、信号の機能は選択した
機能に依存します。
● TX PLL reconfiguration – 対応する

TX PLLはこの信号の値に基づいてリコ
ンフィギュレーションされます。

● TX PLL reconfiguration – 対応する
TX PLLはこの信号の値に基づいてリコ
ンフィギュレーションされます。トラン
シーバ・チャネルはこの信号で選択され
た TX PLLを使用します。

● Channel reconfiguration with TX PLL 
select - この信号で選択された TX PLLを
使用するトランシーバ・チャネル。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の
「Channel and CMU PLL 
Reconfiguration」の項

Use logical_tx_pll_sel_en これはオプションのコントロール信号です。
この信号が ALT2GXB_Reconfig 
Megawizardでイネーブルにされているとき
には、logical_tx_pll_sel_enが 1に
設定されている場合にのみ、
logical_tx_pll_sel信号に設定されて
いる値が有効です。

詳細については、「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」の「Stratix II GX 
Dynamic Reconfiguration」の章の「Logical 
TX PLL Select」の項を参照してください。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の
「Channel and CMU PLL 
Reconfiguration」の項

表 5–3. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 5）   （２ /２）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
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図 5–6に、ALT2GXB_RECONFIG MegaWizard Plug-In Managerのペー
ジ 6を示します。ページ 6は、ページ 3の「What are the features to be
reconfigured by the reconfig controller?」設定のData rate division in
TXが選択されている場合にのみ表示されます。 

図 5–6. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG
（Error Checks/Data Rate Switch）

表 5–4は、MegaWizard Plug-In Managerのページ 6で提供されている
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
のオプションを説明しています。

ページ 6の選択が完了したら、Nextをクリックします。
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ダイナミック・リコンフィギュレーション
図 5–7 に、ダイナミック・リコンフィギュレーション選択のための
MegaWizard Plug-In Managerのページ 7（Simulation Librariesページ）
を示します。 

Nextをクリックします。

表 5–4. MegaWizard Plug-In Managerオプション（ページ 6）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明 参照先
Enable illegal mode checking このオプションが選択されると、

ALT2GXB_RECONFIG MegaWizardは error
出力ポートを提供します。ダイナミック・リコン
フィギュレーション・コントローラは、特定のサ
ポートされていないオプションを
2 reconfig_clkサイクル以内にチェックし、
busy信号をデアサートして、error出力ポー
トを 2 reconfig_clkサイクルの間アサート
します。ダイナミック・リコンフィギュレーショ
ン・コントローラは、サポートされていない動作
は実行しません。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章

Enable self recovery このオプションが選択されると、
ALT2GXB_RECONFIG MegaWizardは error
出力ポートを提供します。ダイナミック・リコン
フィギュレーション・コントローラは、予測され
るクロック・サイクル数以内に完了しなかった場
合は動作を停止します。不正動作から回復した
後、ダイナミック・リコンフィギュレーション・
コントローラは、busy信号をデアサートし、
error出力ポートを 2 reconfig_clkサイク
ルの間アサートします。

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章

Use the rate_switch_out 現在のデータ・レート分周値を読み出すための
ポート。このオプションの出力ステータス・ポー
トは、CMUローカル・ディバイダの現在の設定
を読み出します。

00 — 1分周
01 — 2分周
10 — 4分周
11 — 不正な値（この値は使用しないでください）

「Stratix II GXデバイス・
ハンドブック Volume 2」
の「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章
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図 5–7. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG（Simulation Libraries）

表 5–5は、MegaWizard Plug-In Managerのページ 7で提供されている
ALT2GXB_RECONFIGカスタム・メガファンクション・バリエーション
のオプションを説明しています。

ページ 7の選択が完了したら、Nextをクリックします。

表 5–5. MegaWizard Plug- In Managerオプション（ページ 7）

ALT2GXB_RECONFIG設定 説明
Generate a netlist for synthesis 
area and timing estimation
（合成エリアおよびタイミング見
積もりのためのネットリストを
生成します）

このオプションを選択すると、サードパー
ティ合成ツールがタイミングおよびリソース
使用を見積もるために使用できるネットリス
ト・ファイルを生成します。
Altera Corporation 5–15
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参考資料
図 5–8に、ダイナミック・リコンフィギュレーション・プロトコル設定
のための MegaWizard Plug-In Manager のページ 8（最後のページ）を
示します。このページでオプションのファイルを選択することができま
す。選択した後、Finishをクリックしてファイルを生成します。

図 5–8. MegaWizard Plug-In Manager - ALT2GXB_RECONFIG（Summary）

参考資料 この章では以下のドキュメントを参照しています。

■ 「Stratix II GXデバイス・ハンドブック Volume 2」の「Stratix II GX
Dynamic Reconfiguration」の章
5–16  Altera Corporation 
Stratix II GXデバイス・ハンドブック Volume 2 2007年 11月

http://www.altera.com/literature/hb/stx2gx/stxiigx_sii52007.pdf
www.altera.co.jp/literature/hb/stx2gx/stxiigx_sii52007_j.pdf
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改訂履歴 表 5–6 に、本資料の改訂履歴を示します。

表 5–6.改訂履歴 

日付 & 
ドキュメント・
バージョン

変更内容 概要

2007年 10月
v 1.4

表 5–4を更新。 —

章のすべての図を更新。 —

「参考資料」の項を追加。 —

2007年 8月
v1.3

図 5–2～ 5–8を更新。 —

表 5–1～ 5–4を更新。 —

表 5–5を追加。 —

4章から変更。「Stratix II GX Dynamic 
Reconfiguration」の章の追加により、章の番
号を変更。

—

2007年 2月
v1.2

「はじめに」を修正。 1センテンスを削除。

「改訂履歴」の項を追加。 —

alt2gxb_reconfigを ALT2GXB_RECONFIGに
変更。

スタイル・ガイド規則に基づく変更。

図 5–2および 5–3の詳細情報を追加。 —

表 5–3の「Use reconfig_address_out」
セクションを更新。

—

表 5–4の「Use the rate_switch_out port 
to read out the current data rate division value」
セクションを更新。

—

各ステップの後に「Click Next」の指示を追
加。

—

2006年 4月
v1.1

Quartus IIソフトウェアの GUIに適合するよ
うにすべてのMegaWizard Plug-In Manager
の図を更新。

—

2006年 2月
v1.0

Stratix II GXデバイス・ハンドブックに章を
追加。

—
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